平成○○年度　個別の指導計画　小学校a　（□学期）

	学年・組・性別・名前
	４－△・男・●●　●●
	作成者
	○○　○○

	作成日
	Ｈ○．○．○
	次回事例検討日
	Ｈ□．□．□


長期目標
	認知・学習面
	・読めない漢字にふりがなをふったり、教師や友達に尋ねたりして短い文章を読み、内容を理解することができる。
・正しい方向にはねたりはらったりして漢字を書くことができる。

※　 eq \o\ac(○,視)拡大教科書の文字を指で追いながら、文章をすらすら読むことができるようになる。

	生活面
	・身の回りの整理整頓、片付けができる。

	社会生活面
	・少しの言葉がけで人の迷惑になることがやめられるようになる。
※　 eq \o\ac(○,肢)自分から進んで周りの大人や友達とかかわろうとする。

	身体面
	※　 eq \o\ac(○,病)自分の体の様子を理解し、体調に応じた行動をとることができる。


	項目
	短期目標
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	読む

・読めない漢字の読　み方を尋ね、文章　問題の内容を理解することができる。

書く

・正しい方向にはねたりはらったりして漢字を書くことができる。

※
 eq \o\ac(○,視)拡大教科書の文字を指で追いながら、音読を聞くことができるようになる。
　　　（自活４－③）
	[担任]

・算数の文章問題に取り組むとき

1 読む

2 読めない文字、意味のわからない言葉を尋ねる。

3 簡単な図に表す。

4 式を立てる。

などの手順を全体に伝え、実行するように促す。

[にこにこサポートティーチャー]

・課題や指示をわかりやすく伝える。

・算数の文章問題の意味理解や解いていくための助けとして、絵や図、具体物を用いる。
[特別支援学級担任]

・言葉と位置、方向を示す動作が一致するよう矢印体操等を繰り返し取り組む。
・身体全体を使って、大きな文字を空がきする、「右へはねる」等言語化しながら書くように促す。
※

 eq \o\ac(○,視)ゆっくり読むことを学級全体に指導すると共に、教師が指で文章を追う動作を補助する。
	[担任]

・①～④に加え、

　○大切な数字

　○キーワード(四則計算へ導く言葉)

　○聞かれていること

　に線を引いて式を立てるように全体に伝え、実行するように促すと、線を引くことはできたが、立式を自分の力ですることが難しいときがあった。
[にこにこサポートティーチャー]

・集中しにくい時は、この支援がかなり必要だった。

・文章題では、問題の意味理解と立式のために絵や図は欠かせなかった。問題文と照らしながら、一緒に描くことが多い段階である。

[特別支援学級担任]
・はねやはらいの方向を言語化することが有効だった。形を正しくとらえられるようになり、読みや意味を合わせて覚えることができるようになってきている。

※

 eq \o\ac(○,視)最初は動作補助が必要だったが、繰り返すうちに自分で人差し指を出し、音読にあわせて文章を追うことができるようになった。

	生活面
	・学校に残しておく　もの、そうでない　ものを区別し、引　き出しの中の整頓　をすることができ　るようになる。
	[担任]

・持ち帰るプリント等を入れるクリアファイルを用意し、入れるよう言葉かけする。

・本児に分かるように、学校に残しておくものかそうでないものかを伝えて配る。
	[担任]

・プリントはクリアファイルにすぐ入れるようにすると、残すことはなくなった。

・学校に残しておくものかどうかの言葉かけを行ってきたが、とにかくすべてのプリントをクリアファイルに入れる状況であった。

	社会生活面
	・人の迷惑になる手　悪さ・足悪さ等が　やめられる。
※

 eq \o\ac(○,肢)学習や遊びの場で，自分から進ん　で友達と話したり，思いを受け止めたりできる。
　　　（自活３－③）
	[担任]

・行動をコントロールするカードを作成し、タイミングよく見るように促す。

[にこにこサポートティーチャー]
・学習中、集中が途切れた時は、言葉がけや合図をする。

・約束が守れたときは、しっかり褒める。

※

 eq \o\ac(○,肢)学習時には，ペア学習やグループ学習を取り入れ，休み時間には，学級の中で友達とかかわる機会（遊びの場）を増やす。
	[担任]

・学習中に「わからない」「待てない」時の約束を、本人と支援者・担任で話し合って決め、図にまとめた。本人もその約束はよく理解できており、言葉がけがあれば、よい行動がとれるようになってきた。

[にこにこサポートティーチャー]
・学習の流れにそって活動できた時に、花丸を示して褒めるようにした。花丸をシールにしてから、それをとても楽しみにして支援者の言葉がけを素直に受け止められるようになってきている。授業後シールを渡しながら振り返りをすることができる。

・友達とのペア学習で、優しい言い方ができた時や適切な言動ができた時にも褒めるようにした。即時評価をすることで、次の活動にすんなりと向かうことができた。

※

 eq \o\ac(○,肢)ペア学習をする時には，積極的に　隣の友達に関わっていく姿が見られ，思いや考えを伝え合うことが　できた。

	身体面
	※

 eq \o\ac(○,病)体調が悪いこと　を言葉で伝え、静　かに過ごすことが　できる。
　　　（自活１－④）
	[担任]

※
 eq \o\ac(○,病)定期的に本児の体調を問いかけ、体調が悪いようであれば、伝え方のモデルを示す。
	[担任]

※
 eq \o\ac(○,病)伝え方のモデルを繰り返し示したことで、伝え方がわかり自分から体調を伝えるようになってきた。


平成○○年度　個別の指導計画　小学校ｂ　（□学期）

	学級・学年・性別・名前
	〇学級・４年・女・●●　●●
	作成者
	○○　○○

	作成日
	Ｈ○．○．○○
	次回事例検討日
	Ｈ□．□．□□


長期目標
	認知・学習面
	・３年生の国語、算数の内容を理解し、活用することができる。

※　 eq \o\ac(○,視)拡大教科書の文字を指で追いながら、文章をすらすら読むことができるようになる。

	生活面
	・少ない言葉かけで、忘れ物がないか確かめることができるようになる。

	社会生活面
	・慣れた環境の中で、自分の気持ちや考えを言葉で伝えることができるようになる。

※　 eq \o\ac(○,肢)自分から進んで周りの大人や友達とかかわろうとする。

	身体面
	・様々な姿勢でバランス保持ができるようになる。
※　 eq \o\ac(○,病)自分の体の様子を理解し、体調に応じた行動をとることができる。


	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	国語

[話す・聞く]
· 話の中心に気をつ　けて聞くことがで　きるようになる。

[書く]

· 書こうとすること　の中心をつかんで　文章を書くことが　できる。

・　３年生で学習する　漢字の半分を読むことができるようになる。

[文字に関する事項]
· 文字の組み立て方　に注意して、形を　整えて書くことができる。

[書写に関する事項]
	〇わたしのお気に入りの場所

・話の中心を聞き取る。

・分からない点等を質問する。

・自分の感想や意見を述べる。

〇招待状を書こう

・書くことの中心をはっきりさせて書く。

・3年生の漢字

〇書写

・「日」

・「小」


	・短く区切った、平易な言い方での説明を求めるよう促す。

・質問や感想を述べる際の話型を提示する。

・必要な内容を小見出しで整理し、中心をはっきりさせる。

・１つの漢字を異なる文脈で読む練習ができるようにする。

・形を整えるためのポイントを言語化して伝える。
	・１文が長く聞き取りにくい場合には、言葉かけを聞いて「短く話してください。」と伝えることができた。

・話の内容について質問する場面では、モデル提示をしなくても内容に即した質問ができた。

・話型を示すと短い感想を述べることができた。

・書く内容を小見出しをつけて整理し、中心を明確にしたが、自分で文章を構成することが難しく、教師が作った文章を聞いて書いていた。

・１つの漢字を異なる文脈の中で読む学習を繰り返し、３年生の漢字の３割が読めるようになった。

· 画の長さや筆を入れる位置などに気をつけながら書くことができた。その結果、文字の形が整い、満足そうにしていた。



	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	[読む]

· 物語や詩を読み、　登場人物の性格や　気持ちの変化を想　像することができる。

· 文語調の古典を暗　唱し、発表を楽しむ。

[伝統的な言語文化に

関する事項]

算数
[数と計算]

・　３位数や４位数の　加法、減法が正し　くできる。

[量と測定]

· 重さの単位（ｇ、㎏）がわかり、正しく測定できる。

· 重さの単位の換算ができる。[算数的活動]
[図形]

· 二等辺三角形や正　三角形、角がわかる。

· 二等辺三角形や正　三角形が正しく作図できる。[算数的活動]
[数量関係]

・　掲示物を見るなど　して、除法が用い　られる場面を式に表すことができる。


	〇物語や詩を読もう

・文章をすらすらと読む。

・登場人物の性格や心情の変化を読み取る。

〇暗唱をしよう

〇たし算とひき算の筆算

〇重さを調べよう

・重さの単位

・重さを量る

・ｇ⇔㎏の換算
〇形を調べよう

・二等辺三角形、正三角形、角の定義

・コンパスや定規を使った作図

〇わり算を使った問題


	・読みにくい漢字には振り仮名をふり、負担を軽減する。

・心情を表す言葉を視覚化して伝える。

・繰り返し取り組む機会を設定する。
・計算シートを用いて、パターン的に解決できるようにする。

・重さの違いを体験させる。

・目盛りの読み方を言語化する。

・単位換算表を用いて、ｇ⇔㎏の関係をつかみやすくする。

・図形の定義を言語化する。また、常時掲示しておく。

・作図の手順を言語化して伝える。

・「同じ数ずつ分けると」などのキーワードに注目させて立式するよう促す。


	・振り仮名があることで、安心して文章を読むことができていた。

・「すいせんのらっぱ」では、「わいわいはしゃいで」という言葉に着目し、表情や動きを図で表すことでありの心情を読み取ることができた。

・文語調の古典が好きで、すぐに暗唱することができた。

・計算シートを用いて計算を繰り返し、手順を覚えることができた。

・繰り上がりや繰り下がりをうっかり忘れていて間違えてしまうこともあるが、計算大会では８割正答だった。

・ｇ，㎏の重さの違いを体感することで、概念が定着した。

・はかりで重さを測る活動を繰り返し、正しく計ることができた。

・換算表で換算を繰り返す中で、１㎏＝１０００ｇが定着した。

・定義を小分けにして言語化して掲示したが、図形と対応させて弁別するには言葉かけが必要だった。

・最終的にどのような図形になるのかイメージが持てると、手順を自分で考えて正しく作図することができた。

・演算決定するためのキーワードを自分で見つけることができるようになり、除法の式に表すことができるようになった。



	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	
社会、理科、生活

音楽、図工、家庭

体育、総合

外国語

※

 eq \o\ac(○,視)拡大教科書の文字を指で追いながら、音読を聞くことができるようになる。

　　　（自活４－③）

	※
 eq \o\ac(○,視)文字を追いながら音読を聞く。〇用意の仕方を覚える。
	※

 eq \o\ac(○,視)ゆっくり読むことを全体に指導すると共に、教師が指で文章を追う動作を補助する。

	※

 eq \o\ac(○,視)最初は動作補助が必要だったが、繰り返すうちに自分で人差し指を出し、音読にあわせて文章を追うことができるようになった。



	生活面
	・　夜に次の日の時間　割を自分で準備することができるようになる。
	
	・（学校）チェックシートを準備し、翌日、学校で確認をする。

・（母親）時間割、持参物の準備のチェックを行う。


	・〇月はほぼ毎日忘れ物が続いていたが、それ以降は、自分で夜に次の日の時間割の準備をすることで、忘れ物をすることがほぼなくなった。

	社会生活面
	・　自分が思っている　ことを友達に伝えることができるようになる。

（自活６－⑤）

※

 eq \o\ac(○,肢)学習や遊びの場で，自分から進んで友達と話したり，思いを　受け止めたりできる。
　　　（自活３－③）
	〇場面に応じた言葉のつかい方や行動の取り方

※

 eq \o\ac(○,肢)自分から進んでするやり取り
	・自分の言いたいことや思うことがうまく伝えられない時は、仲介役をしたり適切な言い方のモデルを提示したりする。
※

 eq \o\ac(○,肢)学習時には，ペア学習やグループ学習を取り入れ，休み時間には，学級の中で友達とかかわる機会（遊びの場）を増やす。


	· 自分の思いを、教師を介して伝えようとする場面が多くみられたが、言葉かけや教師が相談の場面から少しはなれることで、直接友達に伝えようとする場面が増えた。

※

 eq \o\ac(○,肢)ペア学習をする時には，積極的に　隣の友達に関わっていく姿が見られ，思いや考えを伝え合うことが　できた。

	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	身体面
	・　バランスを保ちな　がらする活動を楽　しむ。

　　　（自活５－②）

※

 eq \o\ac(○,病)体調が悪いことを言葉で伝え、静かに過　ごすことができる。

　　　（自活１－④）
	〇姿勢を保持すること

・バランスボール

・手型足型競争

※

 eq \o\ac(○,病)
・体調の伝え方

・健康維持のために必要なことの理解
	・運動や動作を補助したり、言葉かけしたりする。

※

 eq \o\ac(○,病)定期的に本児の体調を問いかけ、体調が悪いようであれば、伝え方のモデルを示す。
	・脚を前後に開いた状態ではバランスを保ちにくい様子が見られたので、実態に応じて距離を伸ばしていくなどしてバランス保持能力の向上を図っていく。

※

 eq \o\ac(○,病)伝え方のモデルを繰り返し示したことで、伝え方がわかり自分から体調を伝えるようになってきた。



平成○○年度　個別の指導計画　小学校ｃ（□学期）

	学級名・学年・性別・名前
	〇学級・3年・男・□□　□□
	作成者
	〇〇　〇〇

	作成日
	Ｈ○．○．○○
	次回事例検討日
	Ｈ□．□．□□


長期目標
	認知・学習面
	生活
[金銭]　　　　　：お金について硬貨の種類を理解し、正しい使い方ができるようになる。

　　　　　　　　：学習に必要なものを購入する活動を通して、お金の動きを知る。

[自然]　　　　　：動植物･人体に関することに関心を持ち、育てることに喜びを感じる。
[社会の仕組み]　：学校の近くにあるお店の名前や、置いてある商品名がわかる。

[公共施設]　　　：その場にあったきまりを守り、施設職員と関わりながら、楽しんで使用できる。

：〇〇駅から△△バス停まで、自分でお金を支払って路線バスを利用することができる。

国語
[聞く・話す]　　：内容を順序立てて、「～は～です。」のように主語・述語を入れて話すことができるようになる。

[読む]　　　　　：２年生程度の文章のを読み、内容を読み取ることができるようになる。

[書く]　　　　　：文章を書く際に助詞、促音、句読点を正しく使い、自分から間違えがないか教師や友達に尋ねることができるようになる。

：体験したことについて写真を見たり教師の質問に答えたりして、事柄の順序を考えながら、１００字程度の作文ができるようになる。

算数
[数と計算]　　　：「１０」の合成・分解がすらすらとでき、２位数と１位数の加法、減法が暗算ですらすらできるようになる。

：千の位までの、「くり上がりのある加法」「くり下がりのある減法」が筆算でできるようになる。

：文章題や日常生活の課題解決において、四則計算が利用できるようになる。

[量と測定]　　　：時間の概念を理解し、実際の生活においても、見通しを持って行動することができる。
[図形]　　　　　：『直角』がわかり、『直角三角形』を描くことができる。

[数量関係]　　　：宿題調べなど〇×で表に記録し、結果をまとめることができる。
音楽
[表現]　　　　　：音（鍵盤ハーモニカやいろいろな打楽器で）を作り出しながら表現する楽しさを味わうとともに、伝え合う喜びを感じる。

[鑑賞]　　　　　：音楽を聴いてイメージしたことを『身体での動き』や『リズム』で表現できる。

図工
[表現]　　　　　：身近なものの形や色を捉えて描くことができるようになる。

[鑑賞]　　　　　：素材の特徴を、触れる体験を通してつかみ、創作する楽しさを味わうことができるようになる。　



	認知・学習面
	体育
[体つくり運動]　：がんばり体操や縄跳びがスムーズにできるようになる。
[器械運動]　　　：頭頂を着かずに、スムーズに前転ができるようになる。

　　　　　　　　：鉄棒で、前回り降りなど、回転する技ができるようになる。

　　　　　　　　：3段程度の跳び箱で、支持飛越ができるようになる。
[走・跳の運動]　：ハードルを怖がらずに走りきることができるようになる。
[浮く・泳ぐ運動]：バタ足で１５ｍ泳ぐことができるようになる。
[ゲーム]　　　　：基本的な「打つ」「蹴る」「受ける」動きができるようになる。
[表現運動]　　　：簡単なリズムにあわせてダンスができるようになる。
[保健]　　　　　：健康に過ごすために『食事』『睡眠（休息）』『運動』『体を清潔に保つこと』が必要であることがわかるようになる。

総合的な学習の時間

：自分で考えて計画したり行動したりする喜びや、同じ学年の友だちと協力すること、集団活動の楽しさを知る。

※　 eq \o\ac(○,視)拡大教科書の文字を指で追いながら、文章をすらすら読むことができるようになる。

（自活４－③）

	生活面
	[基本的生活習慣]：連絡帳を見て、翌日の準備が自分でできるようになる。（身の回りの整理）
：身だしなみを整えること、気候に合った衣服を身につけることが自分の判断でできるようになる。（身なり）
　　　　　　　　：入浴のとき、体全体を洗うことができるようになる。（清潔）　　　　　

[健康・安全]　　：きまりを守って安全に登下校することができる。（交通安全）
[遊び]　　　　　：

[手伝い・仕事]　： 



	社会生活面
	[交際]　　　　　：その場にあった言葉遣いや挨拶が、自分からできるようになる。

：相手を意識した行動や言動をとり、相手を尊重する気持ちを持つことができる。　（身近な人との交際）

[役割]　　　　　：任された仕事は責任を持って最後まできるようになる。

（集団の参加や集団での役割、共同での作業と役割分担）

[きまり]　　　　：様々な場面でその場にあった適切な行動を取ることができるようになる。
（学校のきまり、日常生活のきまり、マナー）

※　 eq \o\ac(○,肢)自分から進んで周りの大人や友達とかかわろうとする。（自活３－③）（自活４－③）

	身体面
	・お店の準備で手指をつかう活動を行い、巧緻性を高めることができる。（自活５－⑤）
※　 eq \o\ac(○,病)自分の体の様子を理解し、体調に応じた行動をとることができる。（自活１－④）


	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	生活

１．電卓を使って金銭の受け渡しを正確にできる。　[金銭]
２．家の人や先生に頼まれた買い物ができる。

　[金銭]

３．身近な標識の意味を知ることができる。

[社会の仕組み]

４．野原の草花に興味を持ち、押し花や、おもちゃなどを作ることができる。

　　　　　[自然]

国語

１．物語を読み、簡単な質問にことばで答えることができる。

　　　　　[読む]

[聞く・話す]
２．濁音、拗音、促音のある単語、カタカナ、身体や自然に関する漢字の読み書きができる。

　　[読む][書く]

３．簡単な感想を文章で書くことができる。

　　　　　[書く]


	○「〇〇（お店）」を開こう

○買い物をしよう

○草花をみつけよう・作ろう

○お話を聞こう

○お話をしよう

○物語を読もう

○ひらがな

○カタカナ

○２年生程度の漢

　字

○ものの名前

〇用途、状態、感情を表わす言葉


	１．２

電卓の使い方などを言葉かけする。

３．実物や写真を見ながら学ぶ機会を多く設定する。

４．「花びらを重ねない」など具体的な言葉かけを行なう。

１．関心の高い内容を選択し、「読む」活動に繰り返し取り組めるようにする。

２．生活に関連のある言葉、漢字を取り上げ、促音が正しく表記できない場合は、モデルを示す。

３．どのように書いたらよいか分からない場合は思いを聞き文章構成のモデルを提示する。
	１．２．

買い物学習では、先生達に頼まれた買い物メモを作ったり、お金の計算をしたりして間違えずに届けることができた。

３．学校の通学路にある道路標識に興味を持ち、その意味を知ったり、同じものが別の場所にもあることを見つけたりした。

４．ヨモギやタンポポ、ギシギシの葉を使っての活動のとき、草むらから見つけるのに苦労していた。押し花作りでは、きれいな押し花ができるように丁寧に作業していた。

１．繰り返し練習することで、正　しく読むことができた。簡単な質問にも自分の言葉で答えることができた。

２．促音のある単語は、正しく書き取れない場合もあったので、モデルを示す必要があった。漢字カードで繰り返し練習することで、生活の中でよく使う１年生程度の漢字を読み書きできるようになった。また、休憩時間に漢字の本を読む姿も多く見られた。

３．教師がメモ書きした紙を見て　書くことができた。



	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	算数

１．繰り上がりのある足し算ができる。

　　[数と計算]

２．文章を読んで、足し算・引き算の立式ができる。[数と計算]
３．金額通りに、お金を出すことができる。

　　　　　[金銭]

音楽（自学級、交流学習）
１．習った曲の歌詞を部分的に覚えて大きな声で歌うことができる。

２．簡単な曲を鍵盤ハーモニカで弾くことができる。

　　　　[表現]

図工

１．表したいものを自分で考えて、教師と一緒に表現することができる。

[表現]

２．いろいろな材料にふれ、楽しく創作活動ができる。

　　　　　[鑑賞]

３．のりを上手に使うことができる。

　　（自活５－③）


	○たし算（くり上がりあり）

○ひき算（くり下がりなし）

○金額とお金

（自学級）

○歌で遊ぼう

○身振りをつけて

○リズムに乗って

　　　　　【歌唱】

○「かえるの合唱」○「ぷっかりクジ

　　ラ」

　　　　　【器楽】

（交流学習）

○△年生の音楽

○こいのぼりを作ろう

○ジャンピングフィッシュ

○ビーズでストラップ

○人の顔を描こう


	１．計算の手順をパターン化する。

２．演算決定するためのキーワードを一覧にして示す。

３．必要に応じて『位取り』板を使うよう促す。

１．必要に応じて歌詞を側で伝える。

２．実態に応じたテンポで演奏する。

１．輪郭をなぞったり、目や口の位置を言葉で伝えたりする。

２．色の組合せを試しながら、組合せに共感する。

３．必要に応じて動作補助したり、見るべき箇所を言葉かけしたりする。
	１．指を使って繰り上がりのある足し算と繰り下がりのない引き算が、正確にできるようになった。

２．文章を読んで足し算・引き算のキーワードを探し、立式できるようになった。

３．位取り板を使うことで、正確にお金を出すことができた。

１．教師が歌詞を側で伝えることで、覚えて大きな声で歌うことができるようになった。

２．『かえるの合唱』の曲を覚え、みんなと合わせて弾くことができた。

１．拡大した顔写真をなぞったり、鏡で顔の部位を観察したりする練習を繰り返すことで、特徴をつかんで丁寧に描くことができた。

２．イルカの形をイメージして粘土で型を作ったり、プレゼントする相手の好みを考えながらビーズの色の組み合わせを決めたりすることができた。

３．「すみっこまでのりをつける。」ことについて言葉かけをし、繰り返し取り組むことで、塗りムラがないようにのり付けすることができるようになった。



	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	体育（自学級、交流学習）
１．様々な運動の道具を使っての動きを理解し、運動することができる。

　[体つくり運動]
２．ルールを理解し、運動する場所や器具の安全に気をつけて運動することができる。

[体つくり運動]
３．バタ足を正しい手足の動かし方で１０メートル泳ぐことができるようになる。

　[浮く・泳ぐ運動]
総合

１．　外国の人とふれあい、外国の文化に親しむことができる。

２．　旅行するために必要な情報を教師と共に集めることができる。

※

 eq \o\ac(○,視)拡大教科書の文字を指で追いながら、音読を聞くことができるようになる。

　　（自活４－③）
	（自学級）

○なわとび

○ソフトバレーボール型ゲーム

○サッカー型ゲー

　ム

○浮く・泳ぐ運動

（交流学習）

○がんばり体操

○短距離走、リレー

○タイヤ跳び

○鉄棒

○マット運動

○長縄跳び

〇外国の人と触れ合おう

〇『△△に行こう

大作戦』

※

 eq \o\ac(○,視)文字を追いながら音読を聞く。
	１．２．

友達の動きや周囲の状況に注目するよう言葉かけをする。また、ルールを分かりやすい言葉で説明する。

３．身体補助や身体の動かし方について言葉かけを行なう。

１．料理を中心に取り扱う。

２．時刻表の見方、電話での問い合わせの仕方を説明し、一緒に取り組む。

※

 eq \o\ac(○,視)ゆっくり読むことを全体に指導すると共に、教師が指で文章を追う動作を補助する。
	１．２．

短なわも長なわも一生懸命練習することができた。長なわは友だちと声を掛け合って楽しく練習することができた。
３．水泳ではバタ足で１０メートル泳ぐことができた。水泳療育ではクロール等のいろいろな泳ぎ方を教えてもらい、楽しんで練習していた。

１．外国の人とのふれあいでは、自分の暮らしと比較しながら外国の事を聞くことができた。

２．「△△に行こう大作戦」では、電車の時刻を調べ、乗る電車を決めたり、運賃を電話で聞いたりした。

※

 eq \o\ac(○,視)最初は動作補助が必要だったが、繰り返すうちに自分で人差し指を出し、音読にあわせて文章を追うことができるようになった。

	生活面
	１．鏡を見て自分の服装のチェックができる。

　　（身なり）

２．教師の言葉かけで、体全体を洗うことができる。

　　　　（清潔）


	
	１．鏡を見る習慣が定着するように、言葉かけする。

２．体の洗い方について言葉かけしたり動作補助したりする。また、家庭との連携を図る。
	１．身なりをほめたり、ことばかけしたりすることで、身だしなみに気をつけられるようになってきた。

２．タオルのたたみ方や洗う順序など指導した後、体の洗い方を指導した。入浴指導の場面では少ない言葉かけで体全体を洗うことができていた。



	
	短期目標
	指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	生活面
	３．連絡帳を見て、持ち物を確認することができる。

（身の回りの整理）


	
	３．家庭に協力を依頼すると共に、忘れ物が無かったことを称賛する。
	３．連絡帳を見るということがまだ定着しないため、忘れ物が多くあった。



	社会生活面
	１．自分からいろいろな先生や友だちに教師から頼まれた簡単な伝言ができる。

（身近な人との

交際）
２．友だちに話しかけられたら返事をし、相手の話を最後まで聞く。

（身近な人との

交際）

３．日直や係りの仕事を忘れずにする。

（集団内での役割）

※

 eq \o\ac(○,肢)学習や遊びの場で，自分から進んで友達と話したり，思いを受け止めたりできる。
　　（自活３－③）

	※

 eq \o\ac(○,肢)自分から進んでするやり取り
	１．２．３．

自分からできた場面をとらえ、振り返る時間を確保する。

※

 eq \o\ac(○,肢)学習時には，ペア学習やグループ学習を取り入れ，休み時間には，学級の中で友達とかかわる機会（遊びの場）を増やす。
	１．他学級から利用している友達にノートを届けたり、呼びに言ったりすることを喜んでしていた。

２．友達や教師に自分から話しかけることはできるが、相手が答えている最中に次の人に話しかけるということが多く、その都度指導した。

３．友達の仕事が気になっていても、自分の番になると忘れたり、周りが気になったりした。その都度言葉かけが必要だった。

※

 eq \o\ac(○,肢)ペア学習をする時には，積極的に　隣の友達に関わっていく姿が見られ，思いや考えを伝え合うことができた。

	身体面
	１．細かな部品をつまむなどして、団子やマスコットをくることができる。

　　（自活５－③）

※

 eq \o\ac(○,病)体調が悪いことを言葉で伝え、静かに過　ごすことができる。

　　（自活１－④）
	※

 eq \o\ac(○,病)
・体調の伝え方

・健康維持のために必要なことの理解
	１．目と手の協応運動を繰り返し行う。

※

 eq \o\ac(○,病)定期的に本児の体調を問いかけ、体調が悪いようであれば、伝え方のモデルを示す。
	１．赤・ペールオレンジ・白の紙粘土　　を丸めたり色々な方向からおさえてだんごや三角ぼうしを作ったりできた。

※

 eq \o\ac(○,病)伝え方のモデルを繰り返し示したことで、伝え方がわかり自分から体調を伝えるようになってきた。
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小学校４年の目標と内容による。
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※これらの項目について、プロフィールに応じた目標を記述








